
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 社会 むずかしい こたえ なまえ

これからの食料生産 がつ にち

問題を よく 読んで 答えましょう。 めやす 15分

1 地図を 読もう そくせい・よくせい(促成・抑制)でも ○

① 冬の あたたかさを 生かし、ビニールハウスで

なすや ピーマンを 早く 作るのは A で、

作り方を そく成さいばい と いいます。

② 夏の すずしい 高原で、キャベツなどを おそい

時期に 作るのは B で、この 作り方を

よく制さいばい と いいます。

③ 大都市に 近い Cは、市場まで 運ぶ 時間が

（ 長い ・ 短い ）です。

野菜づくりが さかんな 所

太平洋
A

B
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東京東京

2 産地リレー

キャベツが 多く 出荷される 産地の 様子(しくみを 表した もの)

季節 冬〜春 夏〜秋

多く 出荷する 産地 あたたかい 地いき すずしい 高原

④ 「すずしい 高原の 産地は、冬〜春 に キャベツを 多く 出荷する。」下線が 正し

ければ ○、ちがえば 直しましょう。 夏〜秋

3 考えて 書こう 「ほかの 産地の 野菜が 少ない 時期」「高く 売れる」の 両方が 書けて ○

⑤ Aの 農家は、ビニールハウスを あたためる 燃料に お金が かかっても、冬に 野

菜を 作って 出荷して います。なぜですか。

(例)冬は ほかの 産地で 野菜が あまり とれず、店に 出回る 量が 少ないので、高い

ねだんで 売れるから。
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